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研究成果の概要： 
 
 明治初期に全国に設立された教育会は、時代と社会の状況に即して多様な活動を展開し、近

代日本の教育を水路づけた中間団体である。本研究においては、明治期、大正期、昭和期とい

う３つの時代区分を設定し、中央（=全国）教育会、地方教育会、植民地における教育会の活

動を通時的に分析することにより、これまで部分的に明らかにされてきた教育会の全体像を解

明した。 
 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
１８年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 

１９年度 3,300,000 990,000 4,290,000 

２０年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

総 計 11,300,000 3,390,000 14,690,000 

 
研究分野：教育学 
科研費の分科・細目：教育史 
キーワード：近代日本、地方教育会、帝国教育会、教育情報回路、教育団体、教員養成 
 
１．研究開始当初の背景 
  
 明治初期に成立した教育会は、教育雑誌や
刊行物発行等による教育情報の交換、教員養
成および研修、社会教育等の多様な教育活動
を展開した。教育会は、時には専門家集団と
して、時には圧力団体として、また時には翼
賛団体として機能した。こうした教育会の活
動内容および機能の多義的性質のゆえに、こ
れまで研究においては、その全体像を把握す
ることができていなかった。 

本研究においては、行政と教育現場との中
間にあって、多様な活動と機能をはたした教
育会の実像を明らかにし、近代日本における

教育の構造を問い直すことを目的として研
究に着手した。 
 本研究を通して、地方分権化の中における
地方教育行政のあり方、教師の専門性向上を
目指した教員養成研修システムのあり方等
の現代的な教育課題に対して、歴史的な視点
から貢献することを期した。 
 
２．研究の目的 
 
明治初期に登場し、昭和の戦時にいたる期

間、全府県さらに朝鮮・満州・台湾・樺太・
南洋群島にも設立されるに及んだ教育会は、
近代日本の歴史において、空間・時間両軸に



おいて巨大な教育情報回路を形成した。 
 1872（明治 5）年「学制」発布以来、学事
諮問会ならびに教育研究会の二系譜から発
した教育会は、学務担当吏員、師範学校スタ
ッフ、校長・教員そして地域名望家を構成メ
ンバーとし、各地域の教育事業振興にきわめ
て大きな作用を及ぼした。教育会は日本教育
史上全く新たな組織・システムの造出であっ
た。 
 教育会は多様な行事・事業を繰り広げ、地
域に教育情報を濃密に凝集・循環させ、時事
の案件処理にあたり、戦前の教員・教育関係
者の価値観と行動様式を水路づけ、さらに地
域住民の教育意識形成に大きな作用を及ぼ
した。それは、日本社会に学校装置を急速に
普及定着させ、また社会教育を広汎に推進し
た注目すべき情報回路であった。1890 年代
には広域ブロックの府県聯合教育会さらに
中央教育会が組織され、戦時期には地方・中
央教育会は「大日本教育会」に一元化され、
戦時国策翼賛団体となり、戦時動員への巨大
な情報回路として駆動するに至った。 
 本研究は、教育会の登場から、1948 年の
解散に至る全プロセスを射程に入れ、国内の
みならず旧植民地まで研究領域を拡大し、教
育会が各時代に何をもたらしたか、いかなる
機能を果たしたか、教育会の組織・活動実
態・機能について総合的研究を推進する。ト
ータルに教育情報回路としての教育会の歴
史的意味の解明をめざすことを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
 当初 25 名（大学院生を含む）の研究者か
らなる研究体制を組織し、各領域の史料探
査・収集、データベース作成、年に 5～6 回
の共同研究会を実施した。 
 平成 18 年は明治期、平成 19 年は大正期、
平成 20 年は昭和期を対象とし、研究組織（地
域）は全国、地方、旧植民地とした。 
  
４．研究成果 
  
 主な研究成果は、下記の通り。 
(1) 教育会は行政と教育現場との中間にあっ

て、行政の策定した教育政策を地方の実態

に即して実施するための緩衝弁として重

要な機能を担ったこと 
(2) いずれの教育会も雑誌というメディアを

活用して、教育に関わるさまざま情報を環

流させていたこと 
(3) 明治から昭和にかけて師範学校出身の正

則教員は慢性的に不足しており、これを補

うため、地方教育会は変則・速成の教員養

成を担ったこと 

(4) 地方教育会は雑誌による情報提供、講演

会、研修会等を通して恒常的に教員研修を

担っていたこと（この機能は戦後、各地の

教育センターに引き継がれる） 
(5)地方教育会は通俗講演会、青年団体・婦人

団体等への協力、図書館開設、展覧会・博

覧会開催等広汎な社会教育活動を展開し

ていたこと 
(6) 近代日本の歩みと軌を一にして、教育会

は自発的な結社として誕生したが、次第に

行政の補完的機能を担い、昭和期には積極

的な翼賛団体として機能するに至ったこ

と 
 
この他、地方教育会は各地の事情に応じて

実業補習学校の設立、移民補習学校の設立、

教科書の編纂等の多様な活動を展開したが、

それらの詳細については、本研究の成果であ

る『近代日本教育会史研究』(学術出版会、

2007 年)および『続 近代日本教育会史研究』

(2010 年刊行予定)を参照されたい。 
教育会組織は地理的には旧植民地（樺太か

ら南洋諸島まで）を含めた拡がりを持ち、組

織的には中央―地方―県―郡市―町村とい

う重層的な構造を持っており、さらに職能別

の教員団体（小学校長会や女教員会など）も

分化・派生するに至ったため、すべての組織

を悉皆的に研究することは不可能である。そ

れゆえ、特に地方教育会研究に関しては、範

例的にケースを選び出し研究を遂行する必

要がある。また研究の軸としては、教育会の

歴史を通じて一貫した重要な機能は教員養

成･研修であったと言えるので、教員養成･研

修を中心に据えた研究が求められる。これら

は、今後の教育会研究の課題となる。 
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